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令和元年１２月４日 

環境清掃部環境保全課 

 

青海埠頭で確認されたヒアリに係る本区の対応について（報告） 

 

１ ヒアリの確認状況について 

ヒアリは、平成２９年６月の国内初確認以降、令和元年１０月１０日まで

に１４都道府県で、計４５事例確認されている。国内でヒアリの定着を示す

状況は確認されていない。 

※ 今年度の区内でのヒアリ確認状況（すべて駆除済み） 発見期日 場所 状況 個数 ６月１４日(金) 青海埠頭コンテナヤード入口付近 地面に落ちていた藁に付着 働きアリ数十個体 ９月１０日(火) 青海埠頭コンテナヤード内 舗装の継ぎ目 働きアリ約５００個体、有翅女王アリ１個体、蛹、幼虫、卵 １０月７日(月) 青海埠頭コンテナヤード内 舗装の継ぎ目 働きアリ７５０個体、有翅女王アリ５６個体、雄アリ２個体、幼虫約１０個体 
 

２ ヒアリについて 

(1) 特徴 

特定外来生物であるヒアリは、南米原産の赤茶色の小型のアリで、大き

さは２．５ｍｍから６ｍｍまでとばらつきがあり、土で大きなアリ塚を作

るという特色がある。 

攻撃性が強く、刺されると焼けるような痛み、かゆみ、膿（うみ）が生

じ、毒に含まれる成分により、じんましんなどのアレルギー症状が生じる

場合がある。 

(2) 防除の基本方針（国の取組） 

これまでの海外の事例から、ヒアリを国内で定着させてしまうと、根絶

は難しいと考えられている。環境省では、これまでも主要港湾部における

定期的な調査の実施、発見の際の緊急駆除とモニタリングなど、水際対策
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を図ってきた。今回、青海埠頭において５０個体以上の有翅女王アリが確

認されたことを受け、政府は１０月２１日にヒアリ対策関係閣僚会議を開

催した。これまでの調査・防除体制を更に強化して、政府一丸となって青

海埠頭の港湾周辺における徹底した調査と確実な防除を行うほか、全国的

な取組状況についても再度確認、徹底を図ることにより、国内での定着を

阻止することを発表した。 

 

３ 本区の対応について 

季節の移行に伴い、ヒアリの巣作りは収束するものと想定されるが、越冬

する可能性もある。来春以降のヒアリの活動が予見されることから、次のと

おりヒアリ対応研修を実施する。 

ヒアリ対応研修 

(1) 目的 

ヒアリの生態やヒアリ発見時の対応方法について学び、日常生活の被害

防止とヒアリの定着・拡散の未然防止を図る。 

(2) 日時・場所 

令和２年２月２６日（水）１５時 

豊洲文化センターレクホール（豊洲二丁目２番１８号） 

(3) 対象者 

有明、東雲、豊洲、辰巳、潮見、枝川地区のこども関係施設、教育施設

等の管理者 

(4) 研修概要 

ア 内容 

・ ヒアリの生態や特徴、区民が注意すべきポイント等 

・ ヒアリ発見時の対応方法等 

イ 講師 

首都大学東京理学研究科准教授 他 

 

４ 資料 

環境省ヒアリ相談ダイヤルのチラシ（別紙） 



別紙


